A Diagnostic Report on Food Manufacturing and Retailing Company X by 小川 憲彦 et al.
食品製造販売会社Aの組織診断報告書










































The Research Institute for Innovation Management, HOSEI UNIVERSITY 








Norihiko Ogawa, Daisuke Osato and Hiromasa Tanaka  
A Diagnostic Report on Food Manufacturing 















































同社の従業員 1,138 名に対し、スマホ対応をした Web 画面を通じ、質問票調査が行われ
た。このうち 700 名から回答を得た。回収率は 52.4％であった。調査期間は 2017 年 11 月
1 日～11 月 17 日の 17 日間である。 
回答者の平均年齢は 27.9 歳（sd 11.7）であった。平均勤続年数は 3 年弱（35.6 ヵ月: sd 
51.5 ヵ月）で、仕事をはじめて 1 週間の者から勤続 37 年 3 ヵ月の者が含まれていた。 
性別構成は、女性 73.6%（515 人）、男性 26.4%（185 人）であった。雇用形態別では、









同僚との関係（3.96 点/5 点）、社内の人間関係（3.73 点/5 点）、および上司との関係（3.68
点/5 点）に対する満足度は他の項目に対し高い傾向にあった。 






（4.00 点/5 点）、「社内での地位」（3.50 点/5 点）、「労働時間」（3.33 点/5 点）、および「福
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対する満足度（2.85 点/5 点）が他の学歴の者よりも低い傾向にあった。 
 
3.1.4 雇用形態別の満足度 
 非正規従業員は「労働時間」（3.45 点/5 点）と「福利厚生や休み」（3.28 点/5 点）につい
ては、正規従業員よりも満足度が高かった。 
正規従業員の満足度が高かった項目は、「社内の人間関係」（4.02 点/5 点）、「仕事を通じ
た自己成長」（3.78 点/5 点）、「会社の政策や経営方針」（3.77 点/5 点）、「会社の社会的イメ




門（3.11 点/5 点）よりも高い傾向にあった。 
「会社の政策や経営方針」への満足度については、機械メンテナンス部門（4.00 点/5 点）
が店舗営業部門（3.26 点/5 点）よりも高い傾向にあった。 
「労働時間」への満足度については、総務管理部門（2.44 点/5 点）と品質管理部門（2.10
点/5 点）が、店舗営業部門（3.33 点/5 点）と営業外販部門（3.41 点/5 点）よりも低かった。 
「仕事を通じた自己成長」に対する満足度は、ブランド・ディレクション部門（4.29 点/5
点）が店舗営業部門（3.56 点/5 点）よりも高かった。 
「社内の人間関係」への満足度については、ブランド・ディレクション部門（4.47 点/5
点）が店舗営業部門（3.68 点/5 点）よりも高かった。 
「仕事環境や作業条件」に対する満足度は、総務管理部門(2.67 点/5 点)が店舗営業部門









的満足度については、課長以上の満足度（3.77 点/5 点）が主任（3.37 点/5 点）よりも高か
った。 
「会社の政策や経営方針」に対する満足度は、係長（3.81 点/5 点）と課長以上（3.92 点
/5 点）のグループが、担当者グループ（3.29 点/5 点）よりも満足度が高かった。 
「労働時間」に関する満足度については、主任グループ（2.21 点/5 点）と係長グループ
（2.56 点/5 点）は、担当者グループ（3.38 点/5 点）よりも低かった。また、主任グループ
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当者グループ(3.45 点/5 点)よりも高かった。 
「社内での地位」に関する満足度については、担当者（3.44 点/5 点）と主任（3.28 点/5
点）グループに対し、課長職以上（3.96 点/5 点）のグループが高かった。 
「福利厚生や休み」に関する満足度は、主任（2.40 点/5 点）と係長（2.44 点/5 点）グル
ープは、担当者（3.22 点/5 点）グループと比較して低かった。さらに、主任（2.40 点/5 点）





回答した全従業員 700 人の会社への愛着度の平均は 3.08 点/5 点（標準偏差 0.95）、離職




















会社に対する愛着度は、係長（3.54 点/5 点）と課長以上（3.89 点/5 点）の集団が、 










明示」（2.97 点/5 点）、③「既存成員の支援的育成姿勢」（3.28 点/5 点）、および④「本人任





「会社の人材育成投資」に対する認知は、男性（2.98 点/5 点）のほうが女性（2.83 点/5
点）よりもやや高い評価をしていた。「キャリア展望が明示されている度合い」も、男性（3.08
点/5 点）のほうが女性（2.93 点/5 点）よりも高く認知していた。 



















逆に「本人任せの OJT」については、課長以上（2.56 点/5 点）のグループよりも、担当




















































集団主義は男性（3.66 点/5 点）の方が女性（3.50 点/5 点）よりも高かった。革新志向も
男性（3.56 点/5 点）の方が女性（3.29 点/5 点）より高かった。 




集団主義は大学・大学院卒者のグループ（3.80 点/5 点）が中卒者グループ（3.33 点/5 点）、
高卒者グループ（3.46 点/5 点）、および短大・専門卒者グループ（3.52/5 点）より高かった。 
革新志向も大学・大学院卒者のグループ（3.60 点/5 点）が中卒者グループ（3.28 点/5 点）、 
高卒者グループ（3.24 点/5 点）、短大・専門学校卒者のグループ（3.37 点/5 点）よりも高
かった。 
逆に、短期志向は中学校卒（2.98 点/5 点）と高校卒（2.90 点/5 点）グループの方が、大
学・大学院卒者グループ（2.64 点/5 点）よりも高かった。 
 
6.4 組織風土に対する雇用形態別の認知差 
正規従業員の方が高く認知していたのは、他律志向（正規 3.70 点：非正規 3.56 点）、集
団主義（正規 4.02 点：非正規 3.44 点）、革新志向（正規 3.91 点：非正規 3.23 点）、および
課題志向（正規 4.02 点：非正規 3.44 点）であった。 
非正規従業員の方が高く認知していたのは、短期志向（非正規 2.93 点：正規 2.33 点）、





（3.55 点/5 点）よりも高かった 
集団主義は、ブランド・ディレクション部門（4.09 点/5 点）と農園部門（3.94 点/5 点）
が、店舗営業部門（3.47 点/5 点）よりも高かった。 
革新志向については、営業関係の部門は革新性が低く、管理部門では高い傾向が見られ
た。具体的には、品質管理部門（4.33 点/5 点）、機械メンテナンス部門（4.26 点/5 点）、ブ
ランド・ディレクション部門（4.22 点/5 点）、および生産製造部門（3.76 点/5 点）が、店
舗営業部門（3.26 点/5 点）よりも革新志向が高かった。 
また、品質管理部門（4.33 点/5 点）、機械メンテナンス部門（4.26 点/5 点）、およびブラ
ンド・ディレクション部門（4.22 点/5 点）は、営業外販部門（3.42 点/5 点）よりも革新志
向が高かった。 
短期志向は、営業系の部門で高く、管理部門では低い傾向が見られた。具体的には、店
舗営業部門（2.89 点/5 点）は総務管理部門（2.50 点/5 点）、品質管理部門（2.38 点/5 点）、
機械メンテナンス部門（2.04 点/5 点）、およびブランド・ディレクション部門（2.14 点/5
点）よりも短期志向が高かった。また、営業外販部門（2.74 点/5 点）は、機械メンテナン









当者グループ（3.47 点/5 点）は主任（3.91 点/5 点）、係長（3.90 点/5 点）、および課長以上
（4.29 点/5 点）の職位にある者のグループよりも低かった。また主任グループ（3.91 点/5
点）は課長以上のグループ（4.29 点/5 点）よりも集団主義度合いが低かった。 
管理階層が上の方が革新志向的であった。革新志向について、担当者グループ（3.29 点/5




主任（2.52 点/5 点）、係長（2.34 点/5 点）、および課長以上（2.21 点/5 点）の職位にある者
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しインターネットを通じた質問票調査が行われた。このうち 700 名（回収率 52.4％）から
の回答を得た。回答者の 84.1%（589 名）がスマートフォンを経由して回答しており、残り
はパソコン 15.4%（108 名）もしくは携帯電話 4%（3 名）経由であった。調査期間は 2017





2017 年 11 月 27 日現在で、国内 100 店舗以上、海外に数店舗である。創業約 70 年、売上














回答者の年齢は 15 歳から 72 歳に及び、平均年齢は 27.9 歳（sd 11.7）であった。平均勤
続年数は 3 年弱（35.6 ヵ月: sd 51.5 ヵ月）で、仕事をはじめて 1 週間の者から勤続 37 年 3
ヵ月の者が含まれていた。 
性別構成は、女性が 73.6%（515 人）、男性が 26.4%（185 人）であった。雇用形態別で
は、パート・アルバイト従業員が 81.0%（567 名）で大半を占め、正社員が 18.4%（129 名）、
契約社員と派遣社員が各々0.3%（各 2 名）であった。 
学歴構成で最も多かったのは高等学校卒業者で、全体の 48.1%（337 名）を占めた。四大
卒の従業員が 25.8%（181 名）でこれに続いた。また、未婚者は 75.8%（531 名）、既婚者
は 24.1%（169 名）であった。 




あったと回答した者が最多の 62.3%（199 名）、同じ業界だと回答した者が 29.4％（94 名）、
類似の関連業界だと回答した者が 8.1％（26 名）であった。 
また、前職の職種は営業販売職が最も多い 42.3％（130 名）、次いで流通サービス職の
14.3%（44 名）、管理職 12.7％（39 名）、生産製造品質 10.1%（31 名）と続いた。 
これらサンプル属性の詳細は表 2.1～2.8 に示した。 
 
 










性別 人数 構成比(%) 婚姻状況 人数 構成比(%)
男性 185 26.43 未婚 531 75.86
女性 515 73.57 既婚 169 24.14
計 700 100 計 700 100.00
学歴 人数 構成比(%) 雇用形態 人数 構成比(%)
中卒 55 7.86 パート/バイト 567 81.00
高卒 337 48.14 正社員 129 18.43
短大/専門卒 104 14.86 契約社員 2 0.29
四大卒 181 25.86 派遣社員 2 0.29



























前職での職種 人数 構成比(%) 前職での雇用形態 人数 構成比(%)
営業販売 130 42.35 パート/バイト 170 50.00
流通サービス 44 14.33 契約社員 13 3.82
生産製造品質 31 10.10 正社員 139 40.88
建築土木設備 5 1.63 派遣社員 12 3.53
事務スタッフ 26 8.47 その他 6 1.76








部署 人数 構成比(%) 職位 人数 構成比(%)
店舗営業 552 78.86 担当者 600 85.71
営業外販 49 7.00 主任相当 47 6.71
生産製造 24 3.43 係長相当 27 3.86
総務管理 18 2.57 課長相当 9 1.29
品質管理 10 1.43 次長相当 2 0.29
ブランドD 17 2.43 部長相当 11 0.00
機械メンテ 9 1.29 取締役相当 3 0.43
農園 21 3.00 社長相当 1 0.14
計 700 100 計 700 100
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10 17 173 291 209
1.4% 2.4% 24.7% 41.6% 29.9%
14 31 230 281 144
2.0% 4.4% 32.9% 40.1% 20.6%
15 37 229 292 127
2.1% 5.3% 32.7% 41.7% 18.1%
11 41 221 326 101
1.6% 5.9% 31.6% 46.6% 14.4%
14 34 254 299 99
2.0% 4.9% 36.3% 42.7% 14.1%
14 51 286 274 75
2.0% 7.3% 40.9% 39.1% 10.7%
22 40 307 235 96
3.1% 5.7% 43.9% 33.6% 13.7%
13 28 359 228 72
1.9% 4.0% 51.3% 32.6% 10.3%
26 86 228 273 87
3.7% 12.3% 32.6% 39.0% 12.4%
19 63 342 209 67
2.7% 9.0% 48.9% 29.9% 9.6%
25 64 354 184 73
3.6% 9.1% 50.6% 26.3% 10.4%
45 112 243 223 77
6.4% 16.0% 34.7% 31.9% 11.0%
45 116 266 209 64
6.4% 16.6% 38.0% 29.9% 9.1%
34 86 355 178 47
4.9% 12.3% 50.7% 25.4% 6.7%
59 103 296 171 71
8.4% 14.7% 42.3% 24.4% 10.1%
366 909 4143 3673 1409




















































 男性の得点が高かった項目は「会社の政策や経営方針」への満足度(3.63 点/5 点)と「会
社の社会的イメージ」への満足度（3.63 点/5 点）であった。これは管理職や正社員におけ
る男性比率の高さが影響したのかもしれない。回答者における一般従業員の男性比率は
20.8％（125 名）であるのに対し、管理職（主任職以上）の男性比率は 60％（60 名）であ
る。また、パート／アルバイト従業員の 81.1％（460 名）が女性であるのに対し、正社員
では男性が 58.9％（76 名）を占めている。一方で、「会社の政策や経営方針」への満足に
おける一般従業員の平均得点は 3.29 点であるのに対し管理職の平均は 3.71 点、「会社の社
会的イメージ」への満足度では一般従業員の平均点が 3.45点であるのに対し、管理職は 3.76
点で、いずれも管理職者の平均点が高い。同様に、「会社の政策や経営方針」への満足度に
おけるパート／アルバイト従業員の平均得点は 3.24 点であるのに対し、正社員は 3.77 点、
「会社の社会的イメージ」への満足度におけるパート／アルバイト従業員の平均得点は














                                                   
1 Web 日本経済新聞社（2016/8/15 15:07）より。 
男性得点 女性得点 得点差 F値
(185) (525) （男性ｰ女性） (1, 698)
会社の政策や経営方針 3.63 3.25 0.38 10 27.11*** 0.037
労働時間 3.02 3.33 0.31 12 11.95*** 0.017
福利厚生や休み 2.92 3.21 0.29 15 10.29*** 0.015
同僚との関係 3.84 4.00 0.16 1 10.29*** 0.015
社内での地位 3.32 3.50 0.18 8 7.20** 0.010




















ト／アルバイト従業員の労働時間への満足度が 3.44 点であるのに対し、正社員は 2.37 点と
大きく差が開いている。同様に、福利厚生や休みに対する満足度もパート／アルバイト従
業員の満足度が 3.28 点であるのに対し正社員は 2.51 点と相対的に低い。 
 
男性 女性 計
人　数 125 475 600
構成比 20.8% 79.2% 100.0%
人　数 29 18 47
構成比 61.7% 38.3% 100.0%
人　数 14 13 27
構成比 51.9% 48.1% 100.0%
人　数 7 2 9
構成比 77.8% 22.2% 100.0%
人　数 2 0 2
構成比 100.0% 0.0% 100.0%
人　数 0 1 1
構成比 0.0% 100.0% 100.0%
人　数 6 4 10
構成比 60.0% 40.0% 100.0%
人　数 1 2 3
構成比 33.3% 66.7% 100.0%
人　数 1 0 1
構成比 100.0% 0.0% 100.0%
管理職計 人　数 60 40 100
（主任以上） 構成比 60% 40% 100%
人　数 185 515 700














表 3.4 学歴別の労働時間への満足度 
 
 

























中学校卒(55) 3.33 0.98 7.86% ＞大学・院卒*
高等学校卒(337) 3.37 0.96 48.14% ＞大学・院卒***
短大・専門卒(104) 3.51 1.04 14.86% ＞大学・院卒***
大学・院卒(192) 2.88 1.17 27.43% ＜中卒* , ＜高卒***, ＜短専卒***
その他(12) 3.25 0.87 1.71%
全体 3.25 1.06 100.00%
p*＜.05, p**＜.01, p***＜.001
9.22***




中学校卒(55) 3.45 0.86 7.86% ＞大学・院卒***
高等学校卒(337) 3.24 1.04 48.14% ＞大学・院卒***
短大・専門卒(104) 3.12 1.02 14.86%
大学・院卒(192) 2.85 1.12 27.43% ＜中学卒*** , ＜高校卒***
その他(12) 3.17 0.83 1.71%
全体 3.13 1.06 100.00%
p*＜.05, p**＜.01, p***＜.001


























平均値 標準偏差 平均値 標準偏差 平均値 標準偏差
労働時間 3.45 0.95 2.37 1.07 3.00 1.41 64.87*** 0.16 非正規>正規 1.08
福利厚生や休み 3.28 0.98 2.51 1.16 2.00 1.41 31.07*** 0.08 非正規>正規 0.76
会社の政策や経営方針 3.25 0.83 3.77 0.93 4.00 1.41 20.27*** 0.05 非正規<正規 -0.52
社内の人間関係 3.66 0.92 4.02 0.78 4.50 0.71 9.01*** 0.03 非正規<正規 -0.35
会社の社会的イメージ 3.43 0.87 3.76 1.01 4.00 1.41 7.47*** 0.02 非正規>正規 -0.33
スキル・アップの機会 3.26 0.84 3.50 1.13 3.50 0.71 3.77* 0.01 非正規<正規 -0.24




































点/5 点）よりも高いことが示された（表 3.9）。 
 









































ス部門（4.00 点/5 点）であった。逆に、最も低いのは店舗営業部門（3.26 点/5 点）であっ
た。ただし多重比較による統計的有意差は見られなかった。 
 





部門（3.41）はともに、総務管理部門（2.44 点/5 点）と品質管理部門（2.10 点/5 点）より
も統計的に有意な水準で高かった（表 3.11）。 
 





















営業外販(49) 3.41 0.98 ＞総務管理* ＞品質管理**




総務管理(18) 2.44 0.98 ＜店舗営業** ＜営業外販*
機械メンテ(9) 2.33 1.00







点/5 点）は店舗営業部門（3.56 点/5 点）よりも高い満足度を示していた。 
 





















































（2.78 点/5 点）であった。ただし多重比較による統計的有意差は見られなかった。 
 






























 「社内の人間関係」に対する満足度は、ブランド・ディレクション部門（4.47 点/5 点）
が店舗営業部門（3.68 点/5 点）よりも統計的に有意な水準で高かった。 
 




 「仕事環境や作業条件」に対する満足度は、総務管理部門（2.67 点/5 点）が店舗営業部


























農園(21) 3.86 0.85 ＞総務管理**
ブランドD(17) 3.53 1.18











 「会社の社会的イメージ」に対する満足度は、農園部門（4.10 点/5 点）が店舗営業部門
（3.42 点/5 点）よりも高い水準にあったことが示された。 
 






























営業外販(49) 3.37 1.03 ＞機械メンテ**
農園(21) 3.33 1.11 ＞機械メンテ*























る「3（どちらとも言えない）」を下回る 2.89 点/5 点であった。 
 
















主任(47) 3.37 0.59 ＜課長以上*
係長(27) 3.52 0.64
課長以上(25) 3.77 0.65 ＞主任*
p*＜.05, p**＜.01, p***＜.001
p値 偏η2平均値 標準偏差職位（人数）







2.59 p> 0.052 .011






































担当者(600) 3.29 0.84 ＜係長** ＜課長以上**
主任(47) 3.60 0.97
係長(27) 3.81 0.96 ＞担当者*








担当者(600) 3.38 0.99 ＞主任*** ＞係長***
主任(47) 2.21 1.06 ＜担当者*** ＜課長以上**
係長(27) 2.56 1.01 ＜担当者***




































担当者(600) 3.47 0.84 ＜課長以上*
主任(47) 3.53 0.93
係長(27) 3.59 0.80






担当者(600) 3.27 0.88 ＜課長以上*
主任(47) 3.49 1.00
係長(27) 3.48 0.89







































担当者(600) 3.45 0.90 ＜課長以上**
主任(47) 3.62 0.90
係長(27) 3.78 0.93






担当者(600) 3.44 0.80 ＜課長以上**
主任(47) 3.28 0.77 ＜課長以上**
係長(27) 3.59 0.64





































全従業員 700人の会社への愛着度の平均は 3.08（標準偏差 0.95）、離職意思の平均は 2.67
（標準偏差 1.17）であった。また会社への愛着度の最頻値（もっとも回答者数が多かった
                                                   





担当者(600) 3.22 1.02 ＞主任*** ＞係長***
主任(47) 2.40 1.12 ＜担当者*** ＜課長以上**
係長(27) 2.44 0.89 ＜担当者***









様に「3」の 177 名（25.3％）であった。両変数の全体の分布は図に示した（図 3.1､3.2）。 
いずれの変数も最小値は 1 であり、最大値は 5 であった。会社への愛着度が低い者（最
小値 1 を示した者）の数は 31 名（4.4%）、離職意思が高い者（最大値 5 を示した者）の数
は 41 名（5.9%）であった。なお、離職意思については次いで回答者が多かった値は「1」






図 3.1 会社への愛着度の度数分布 
 
 

































































男性 女性 差 F値













非正規 正規 差 F値





 p*＜.05, p**＜.01, p***＜.001
0.044








表 3.33 会社への愛着度の部門別の差（降順） 
 
 


















































ープであった（表 3.36）。ただし、主任グループの平均値は 2.91 と、どちらかと言えば離
職をしたいとは考えていないようであった。 
 
表 3.35 職位別の会社への愛着度の差 
 
 


















担当者(600) 3.01 0.93 ＜係長* ＜課長以上***
主任(47) 3.34 0.90
係長(27) 3.54 0.96 ＞担当者*












































いて自分で発見させる」などの 5 項目で測定された。 
 
4.1会社の育成態度に対する従業員全体の認知 
回答した従業員 700人全員の 4つの人材育成態度に対する認知の平均と標準偏差は表 4.1
                                                   
3 人材育成投資の尺度は Lee & Norman (2003)からα係数を参考に抜粋・和訳した。会社の人材育成投資
のα係数は.84 であった。キャリア展望の明示、既存成員の支援的育成姿勢、および本人任せの OJT は
Jones(1986)の組織社会化戦術尺度を和訳し探索的因子分析（最尤法、固有値 1、プロマックス回転）の結
果を参考に構成された。信頼性係数αはキャリア展望の明示が.88、既存成員の支援的育成姿勢が.78、本
人任せの OJT が.73 であり、いずれも分析可能な水準の数値を示していた。 
34 
 

























































との 4 つの育成態度に関する評価の平均点と標準偏差を表 4.3 に示した。 
 























平均値 3.13 3.05 3.24 2.93
標準偏差 0.92 0.58 0.73 0.56
平均値 2.87 2.96 3.22 2.91
標準偏差 0.86 0.68 0.80 0.61
平均値 2.80 3.03 3.24 3.08
標準偏差 1.02 0.76 0.88 0.61
平均値 2.84 2.93 3.42 2.97
























































平均値 2.83 2.96 3.22 2.97
標準偏差 0.90 0.70 0.82 0.61
平均値 3.08 3.04 3.37 2.79
標準偏差 0.91 0.80 0.74 0.74
平均値 3.13 3.28 3.69 3.08
標準偏差 1.11 0.87 0.80 0.78
平均値 2.78 2.60 3.24 2.91
標準偏差 1.15 0.79 1.18 0.73
平均値 2.90 3.02 3.67 3.04
標準偏差 1.11 1.03 0.90 0.60
平均値 2.80 2.93 3.76 2.84
標準偏差 1.05 0.91 0.59 0.69
平均値 2.81 2.89 3.04 2.76
標準偏差 1.27 1.27 0.98 1.27
平均値 3.27 3.18 3.73 2.93
標準偏差 0.94 0.91 0.93 0.64






























表 4.6 会社の育成態度に対する認知の職位別比較 
 
 












平均値 2.85 2.95 3.25 2.96
標準偏差 0.92 0.72 0.83 0.63
平均値 2.91 3.00 3.33 3.14
標準偏差 1.03 0.86 0.91 0.62
平均値 3.04 3.02 3.58 2.82
標準偏差 1.01 0.85 0.71 0.76
平均値 3.11 3.33 3.64 2.56
















平均値 3.25 3.33 3.58 3.64
標準偏差 0.83 0.91 0.71 0.85
平均値 2.96 3.14 2.82 2.56 担当者＜課長以上**























                                                   
4 0 か 1 かなどの二値であらわされる変数のこと。 













































































































































































































































































































 < .01, * p
































































































は表 5.2 に示した。 
 




















変数名 B β B β B β
切片 1.45 8.50 *** -.19 -0.69 2.62 6.56
年齢 .00 .01 0.15 .01 .08 1.52 -.02 -.16 -2.70 **
勤続月 .00 -.06 -1.84 .00 .01 .20 .00 .09 2.25 *
性別D .07 .05 1.64 -.06 -.03 -.92 .01 .00 .08
婚姻D .03 .02 0.62 .19 .08 2.14 * -.17 -.06 -1.29
学歴 -.02 -.03 -0.98 -.03 -.03 -.92 .08 .08 2.09 *
転職回数 -.01 -.04 -1.19 .00 .00 -.02 .01 .01 .30
雇用形態D -.03 -.03 -0.74 .03 .01 .38 .12 .05 1.07
部署D .06 .04 1.27 .14 .06 1.81 -.06 -.02 -.52
職位 .00 .00 -0.05 .08 .07 1.86 .03 .02 .40
育成投資 .11 .16 4.35 *** .28 .27 7.05 *** -.15 -.12 -2.56 *
キャリア明示 .10 .12 3.12 ** .15 .12 2.98 ** .06 .04 .85
支援的態度 .14 .19 4.73 *** .09 .08 1.97 * -.07 -.05 -1.01
放任的態度 -.06 -.06 -2.20 * -.02 -.01 -.40 .56 .31 8.90 ***


































































（Forehand & Gilmer, 1964）。 






































表 6.1 A 社全体の組織風土 
 
 






く回る」等の 4 項目から構成されている。 












個々人よりも、チームワークにかかっている」等の 5 項目によって測定された。 











平均値 標準偏差 α係数 平均値 標準偏差 α係数 会社-本人
他律志向 対 自律志向 3.59 0.65 0.71 3.67 0.63 0.68 -0.08
集団主義 対 個人主義 3.55 0.65 0.72 3.59 0.63 0.70 -0.05
過程志向 対 結果志向 3.36 0.74 0.86 3.34 0.70 0.78 0.03
革新志向 対 保守志向 3.26 0.67 0.82 3.47 0.63 0.80 -0.21
短期志向 対 長期志向 2.82 0.55 0.71 2.72 0.54 0.70 0.10
直観志向 対 論理志向 2.76 0.60 0.65 2.73 0.59 0.65 0.03




































よりも、5 年先、10 年先を見越した取り組みが大切だ」の逆転項目、「5 年先、10 年先の取





















































































組織風土 学歴 平均値 標準偏差 F値 偏η2 多重比較(Holm法）
中学校卒(55) 3.33 0.62 ＜大学・大学院卒***
高等学校卒（337) 3.46 0.61 ＜大学・大学院卒***
短大・専門卒（104） 3.52 0.60 ＜大学・大学院卒***
大学・大学院卒（192） 3.80 0.69 ＞中学・高校・短大等***
中学校卒(55) 3.28 0.59 ＜大学・大学院卒*
高等学校卒（337) 3.24 0.70 ＜大学・大学院卒***
短大・専門卒（104） 3.37 0.73 ＜大学・大学院卒*
大学・大学院卒（192） 3.60 0.80 ＞中学・短大等*** ,  ＞高校*
中学校卒(55) 2.98 0.33 ＞大学・大学院卒***
高等学校卒（337) 2.90 0.48 ＞大学・大学院卒***
短大・専門卒（104） 2.77 0.51



















































p* ＜.05, p*** ＜.001
4.29* .006













































ブランドD(17) 4.09 0.60 ＞店舗営業**
品質管理(10) 3.96 0.66
機械メンテ(9) 3.96 0.68




店舗営業(552) 3.47 0.61 ＜ ブランドD** ＜ 農園*





































品質管理(10) 4.33 0.67 ＞店舗営業*** ＞営業外販**
機械メンテ(9) 4.26 0.85 ＞店舗営業*** ＞営業外販*
ブランドD(17) 4.22 0.72 ＞店舗営業*** ＞営業外販**






































営業外販(49) 2.74 0.62 ＞ ブランドD*** ＞機械メンテ**
生産製造(24) 2.57 0.63
農園(21) 2.55 0.42
総務管理(18) 2.50 0.69 ＜店舗営業*
品質管理(10) 2.38 0.72 ＜店舗営業*
ブランドD(17) 2.14 0.73 ＜店舗営業*** ＜営業外販***
機械メンテ(9) 2.04 0.86 ＜店舗営業*** ＜営業外販**




















































主任(47) 3.91 0.69 ＞担当者*** ＜課長以上*
係長(27) 3.90 0.60 ＞担当者**














主任(47) 3.75 0.76 ＞担当者***
係長(27) 3.95 0.65 ＞担当者***








































主任(47) 2.52 0.66 ＜担当者*** ＞課長以上*
係長(27) 2.34 0.61 ＜担当者**
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短期志向 対 長期志向 
・今、損をするとしても、未来のための長期的取り組みが大切だ（逆） 
・今この時の成果よりも、5 年先、10 年先を見越した取り組みが大切だ 























・本調査に協力いただいた A 社従業員の皆様と担当役員の方にお礼申し上げます。A 社
の顧客の方々への印象などへの万一の影響を考え報告書では匿名とさせて頂きました。 
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